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はじめに

本調査報告書は海外農業開発コンサルタンツ協会により1990年 5月15日から 6月 4日

にわたり行われた､コロンビア共和国ナリーニョ県(Ⅳarino)南部に位置するトゥケレス

(Tuquerres)地区農業･農村整備計画およびバジュデルカウカ県(Valle del Cauca)北部

に位置するラ･ヴィクトリアカルタゴ(La Victoria Cartago)地区都市近郊農業開発計

画に関する現地詞査報告書である｡

コロンビア共和国は国土の1/3がアンデス山脈により占められており､しかも人口の

約 70%カ;これら地域に住んでおり､かつ小規模農家が多いこともあり､当該地域の農業

振興は歴代の政権が最も力を注いでいるところである｡

HIMAT (Instituto Colombiano de Eidrologia.出eteorologia Y Adecuacion de Tier

ras)は農業省に属し土地改良事業を推進する部署である｡首都ボゴタに本部を置き､全
国に支所を配して､土地改良事業の計画･実施を行っている｡調査対象であるトゥケレ

ス(Tu:querres)地区はナT)-ニョ(Narino)県にあり､ EIMAT第10支所の管轄にある｡

本地区はインディオが主として定住しており､粗放的な土地利用および土地所有の不均

衡等に起因して農家間の所得格差の増大が覇著となり､国の政策でもある小農および小

数民族の振興が急務となっており､併せて生活環境の改善による安定的定住化の促進を

図る長期的な総合開発整備の必要性から､トゥケレス地区農業･農村整備計画が企画さ

れることとなった｡

また､ラ･ゲィクトT)7 カルタゴ地区は CVC (Corporacion Autonoma Regional de

1 Cauca)の所管となる地区である｡ CVCは国家企画庁の管轄のもとカリ市(コ国第3の

都市)に本部を置き､カウカ河涜域で公共･公益事業を実施している｡本地区はカウカ

河沿岸部にあり､カルタゴ市の近郊に位置する｡カルタゴ市という大消費地を背後に持

ち都市近郊農業地帯として発展してきた｡しかし､カウカ河沿岸に位置するため洪水被

害､排水不良､塩類集積等の問題を抱え､優良農地保全の観点より総合的に農業生産お

よび生活環境の整備を推進し確固たる都市近郊農業の基盤を確立する必要がある｡この

ような状況をふまえ､ラ･ヴィクトリアカルタゴ地区都市近郊農業開発計画が企画され

るにいたった｡

詞査に当たっては､計画の範囲､技術的可能性および実施体制等を重点的に行うこと

とした｡各地区の概要は本文に記載するとおりであるが､コロンビア国におけるアンデ

ス地域や主要河川沿岸部には類似の問題を抱えた地域も多く分布しており､両地区は総
合的な開発のパイロットプランとして実施されるにふさわしいと思考される｡

なお､調査に当たっては EIMAT､ CAR､ CVC､日本大使館､ボゴタJ I CA事務所およ

び日本政府派遣専門家等関係各位から貴重な助言と協力をいただいた｡ここに､紙上を

借り感謝の意を表する次第である｡

平成2年8月

調査員 西川 義彦
永田 如成

(内外エンシーニアT)H'株式会社)
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1.ユ旦ヱ_呈ヱ_星組国旦盈医

1.1且盛会性

コロンビア国の国土面積は約1,200km2で､西は太平洋､北はカリブ海に面し､南

はエクアドル及びペルー､東はヴュネズェラ及びブラジルに接している｡

南米大陸の太平洋岸を南北にアンデス山脈が縦走しているが､コロンビア国にお

いて東部､中央部及び西部の3山系に分かれ､カリブ海に崩落している｡これら山

系中にほ海抜1,500m-3,000Tnの高原が随所にみられる｡

主な河川はマググレーナ河およびカウカ河で､マググレーナ河は東部山系と中央

山系を､またカウカ河は中央山系と西部山系の間を北流し､両河川は北部平野部で

合流しカリブ海に注ぐ｡また､東部高原にはアマゾン河の源流となる幾多の河川が

ある｡

コロンビア国は北緯12o30'-南緯4o13'の間に位置しており熱帯に属する｡従って､

平野部および海岸地帯では通年 28oCを下らないが､棲高1.000-2,000nの地帯では

20oC前後の快適な気候で､ 2,000-3,000mの高原地帯は14-16oCとやや冷涼な気候で

ある｡

降雨量は年間1,400-2,000mmであるが､雨期と乾期が明瞭た分かれており､雨期

は3月-5月と9月-1 1月の2回のところが多く､一部東部山系の東側斜面では

雨期は1回である｡

1. 2延会旦よ堕窪塵

コロンビア国では1990年5月27日に大統領選挙が実施され､新大統領にセサル･

ガゲィリア氏が選出された｡現在のところ､具体的な施政綱領や方針等は発表され

ていないが､政策面では前パルコ政権と極端な変化はなく､現在進められている方

針を基本的には踏壷するものと考えられている｡

コロンビア国の人口は約 3.000万人と推定されるが､居住区域は､海上交通の要

衝に当たる海岸都市を除き､その大部分は気候の温暖な高原地帯(標高1,500-3,

ooom)に集中している｡
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本国における経済構造は､コーヒーを主産品とする典型的なモノカルチュア経済

の国であり､そのために国の経済はコーヒーの国際相場の変動に大きく左右されて

いる｡そこで､歴代政府は社会開発計画を柱に産業の多角化政策を積極的に推進し

てきた｡その効果は逐次発現しているものの､国内総生産の部門別では農業が1/4

を占め､続いて製造業､貿易となり､その他の部門は10%に満たないのが現状であ

る｡

1. 3星___過

コロンビア国の農用地面積は約2,000万baで､国土の17%に当たる｡しかし､気

象条件に伴う人口分布との関連で､その大部分が山岳部および渓谷部に集中してい

る｡

農業は国内総生産の割合でみる限り低下の傾向にあるものの､総額の約1/4､輸

出高では約2/3 (そのうちコーヒーが約50%を占める) ､また経済活動人口では1/3

を占めており､国の最重要産業の位置にあるQ

起伏に富む地形と気象も熱帯性から温帯性まで変化するため､農産物の種類もバ

ラエティ豊かである｡主要農産物はコーヒー,綿花､畜産品､砂糖きび､バナナ､

煙草,米､じゃがいも､とうもろこし等である｡しかし､麦類､とうもろこし等の

穀類および牛肉等は国内需要を満たしえず､特に小麦は毎年多量の輸入に怒ってい

るのが現状である｡

既に述べたとおり山岳部(アンデス地域)には全人口の 70%が住み､主要食料の

64%が生産されている｡この地域の営農形態の特色は零細農家や小規模農家が多い

点とともに農家間の格差が増大している点にある｡これら農家の貧困解消と都市労

働者との所得格差の是正が問題となっている｡

すなわち､これら地域での農業生産の如何はコロンビア国の社会･経済に及ぼす

影響が非常に大きいことから､コ国政府ではこれら地域での農業振興策が最優先と

されており､各関係機関においてもこの方針に基づき種々の政策を講じている(今

年8月に発足する新政権においても､これらの政策は基本方針として継承されると

考えられる｡ )
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なお､前政権における農業振興のための政策目標は次の通りであるo

一 農牧産品の生産拡大､生産性向上による自給率の強化

一 雇用および所得の向上

一 輪出用具産物の多様化による輸出の拡大

-,所得および生産物の公平な配分等

また､ 1990年5月に国家企画庁において発表されたコロンビア農業に対する基本

方針において､自給率を強化すべき農産物として小麦､トウモロコシ､オレンジ､

牛肉等を重点作物としている｡一方､自給率が達成されている農産物としては米､

じゃがいも､プラタノ等であるo 更に､コーヒに替わる輸出用農産物にも意欲的に

取り組む方針を明確にしている｡

従って､コロンビア国農業の重点施策としては小麦､食用肉等の生産性向上とコ

国特産となる熱帯性果樹類(ビタージャ､マラクージャ等)の奨励により輸出用農

産物の強化を図る方向で推移して行くと考えられ､そのための農業基盤整備及びか

んがい排水施設の整備等が推進されて行くこととなろう｡
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義-1コロンビア国における主要作物栽培面積の推移(単位:1.000ha)
1986 1986 1987 1987 1988 1988 19891989

ultivos I ⅠⅠ I Il 1 llIlll

jonjoli 9.0:15.2 3.9:10.6 1.7:10.4 3.6二12.8

1godon 56.9 108.3 65.9 155.5 73.9:131.1 52.5:160.0

rrOS 212.4 155.0 229.5 136.2 252.8:166.9 318.1二142.0

Vena 0.9 1.2 1.2 1.0 1.3:0.5 0.7:0.7

anola 0.0 0.6 0.8 0.6 0.4:0.4 0.5-･0.4

ebada 25.1 ll.7 35.2 14.7 38.7:17.8 38.0二15.3

riiol 67.3二58.4 62.7 64.0 64.0こ65.9 64.4二74.1

irasol 0.0:1.8 1.8 0.9 0.6二1.1 1.5二1.2

ortalizas 50.0:48.2 49.6 50.3 54.5:52.4 59.5■52.4

aiz 300.1:285.1 337.7二293.5 370.6二337.8 404.0372.5

ani 2.0二1.8 2.2･2.4 2.1･2.6 2.94.1

aPa 82.1:78.2 79.0こ84.5 85_6:84.7 90.0二89.3

OrgO 81.0:148.2 111.2二168.0 98.3 130.1 108.7二136.7

OVA 39.3ニ41.0 23.8こ36.1 25.1 53.8 36.7;72.8

abac° 3.8:4.6 5.8:4.4 4.0:3.6 3.8:3.7

rlgO 32.2ニ8.8 32.0:10.2 28.1:ll.0 33.1こ14.7

OTAL 962.1:967.9 1042.3:1032.9 1101.7:1070.1 1218.0:1152.7

注:l=上半期II=下半期

義-2コロンビア国における作物生産量の推移(単位:1.000ton)

19861986 19871987 19881988 19891989

ultivos 1Il ⅠⅠⅠ III lil

jonjoli 5.4:8.4 2.5:6.5 1.0:6.5 2.4二8.1

1godon 122.7 175.9 144.6 230.4 146.0:176.0 104.9:253.7

rrOS 968.1 741.1 1123.5 633.5 1141.9:693.0 1298.6丁607.2

Vena 1.4:2.2 2.1 1.9 2.4二1.0 1.3:1.4

anola 0.0:0.9 1.2 0.7 0.7:0.4 0.6■0.4

ebada 50.0:22.5 69.1:29.9 67.3こ28.8 74.4二27.3

rijol 56.7:42.8 47.6 50.1 45.8二47.3 52.2二58.2

irasol 0.0二2.0 2.7 1.3 1.0;1.6 2.0二1.7

ortalizas 714.7:747.4 672.6:717.4 767.6ニ796.8 864.1二796.8

aiz 383.9･'393.3 466.3 400.3 507.5:457.4 594.5:539.4

ani 2.8:2.8 3.2 3.3 3.0:4.2 4.3:4.4

apa 1175.6:1105.7 1136.9:1229.7 1290.1:1307.8 1429.1:1447.3

OrgO 211.5 380.8 323.0:406.9 299.7:362.7 326.0丁391.2

Ova 86.2 82.8 45.4:61.6 53.8:100.6 80.0ニ145.6

abac° 6.2 7.2 8.4:6.5 6.4:5.4 6.515.8

rlgO 58.2:14.5 59.71'16.9 45.6･-16.464.3:25.0

OTAL 3843.4:3730.3 4108.8:3796.9 4379.8二4005.9 4905.2:4313.5

衰-3主要農産物輸入量の推移(単位:1.000ton)

1983 1984 1985 1986

ebada 118.1 116.0 106.8 100.2

ortalizas 91.6 32.4 35.4 38.1

aiz 209.1 51.8 104.1 74.9

OrgO 196.7 44.5 92.7 66.9

rigo 695.g 659.7 61T.6 691.2

arne 39.2 62.1 38.3 37.6

- ん -
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2.トゥケレス地 計画

2. 1監査旦盈量

本計画は首都ボゴタに本部を置く EI封AT(IT)StitロtO Colombiano de Hidrologia.

Meteorologia y AdecQaCion de Tierras)において検討されているプロジェクトで

あり､ナリーニョ(Narino)県にある11MAT第1 0支所(NARINO-PASTO REGIONAL No.

10 HIMAT)の管轄にある.

ナリーニョ県はコロンビア国の西南部に位置し､西部は太平洋に面し､南部はエ

クアドル国に接している｡県面積は 33,268km2であるが､中央アンデス山脈の北端

にあたるため1.0007n以上の高地が大半を占めているo 人口は約百万人( 1985年セ

ンサス)であるがほとんどが山地部に居住し､西部太平洋岸には10%程度が居住す

るにすぎない｡県都はバストで､県東央部に位置し､人口は25万人である｡本県は

コロンビア国において古来よりインディオが多数居住する地区として特異な存在と

なっている｡本県においては全人口の約7割がインディオで占められており､農牧

業を中心に生計を立てている｡

コロンビア国における小数民族であるインディオは各種政策により保護されてい

るものの,生計手段である農牧業は依然として伝統的農法と作物の域を出ず､営農

の近代化より取り残された状態となり､そのために農家径済は困窮を極めており､

地域の活力も低迷状態にある｡しかし､本県の農業に付いて特筆すべき事項は､ボ

ゴタ高原と共に麦類の主産地を形成していることである｡小麦に付いては傾斜地を

主体として小規模に､前述の生産基盤の基で生産されているために､品質･収量と

もに低く,国内需要を賄うまでには至っていない｡そのために､コロンビア国にお

いては小麦の大半を輸入に頼らざるを得ない状歴となっている(198β年の資料では､

国内生産量 68千rJに対し､輸入量は650千トンである) o このような状況に対し､ナ

リーニョ県においては独自の対策事業を推進しているが規模が小さく部分的等であ

るために根本的な解決には程遠く､充分にその対策効果を挙げていないのが現実で

ある｡

したがって,総合的なプロジェクトを推進することによって､農家経済の安定･

生産性の向上･真因の撲滅･雇用機会の創翠･生活環境の改善等のプログラムを確

立して行く必要がある｡

- ll -



そのためにコロンビア国政府は土地利用計画の明確化を前提とした農業基盤整備

および農村環境施設整備を策定し,これを基本とする農業･農村開発事業を計画し､

実施することを考えている｡しかし,人的および資金的面に不安定であるため､こ

れらの計画策定および一部事業資金に対して､日本政府の協力を強く望んでおり､

事業の早急な実施を図りたいとしている｡

2. 2証塵塵区旦遡畳

トゥケレス地区はナリーニョ県の県都バストの南西部約50kmに位置し､調査対象

面積約20,000ba (平坦地80%､丘陵地20%)
､インディオが主に居住し零細農業を

営んでいる｡

計画地区の概要をまとめれば以下のとおりである｡

計画対象面積

地区標高

年平均雨量

年平均気温

雨期

乾期

関係町

受益戸数

居住者

土地所有

土地利用

農家経済

主要農産物

:約 20,000ba

:EL 2,500
- 3,000m

950 mm

lO oC

:4.5月および10,11月の2回

:2,3月および7,8月の2回

:クンパル､グァチエカル､トゥケレス

:約10,000戸

:インディオ中心

:大半が1ha以下

:平坦部は牧草､山麓部に畑地

:零細農が多く生産性が低いため貧困度高い

:じゃがいも､小麦､豆類､野菜､牧畜

一 主要河川･水源:ロス･フンタス川､7一ランコ川､タンハール朝

一 集落形態 :散居･散在

一 基礎インフラ :基幹道路(1路線未舗装) ､電化率10%､給水率10%

上記のように本計画地区はインディオを中心とした零細農家が多く､これら農家

は山麓部を主として生産拠点とし､伝統的生産様式と作物栽培をしている｡そのた

めかんがい施設や農道整備等の生産基盤整備は立ち後れが甚だしく､労働生産性お

よび土地生産性は共に低く,自家消費用作物の生産が主体となり､特色ある換金作

- 12 -



物の創設もままならず､農家経済は困窮を極め､その結果地域の活力も年々衰退し

ている｡その反面､広大な低平地は牧畜用の草地として利用されているにすぎず､

有効に利用されていない｡この土地利用のアンバランスが地域の貧困の度合いをさ

らに際だたせているといえる｡また､農家経済の低迷のために生活環境の整備も充

分でなく､特に生活道路･電気･生活用水･医療等の基礎インフラの整備の立ち後

れが覇著である｡

2. 3証塵旦良_査

(1)計画の必要性

トゥケレス地区ほ豊富な土地資源を有しながら､かんがい･排水施設や農業

基盤施設の不備により農業生産は低迷しており､加えて農村基礎インフラの整

備が立ち後れているために農村住民の生活水準も極めて低く､農業の近代化を

軸とした農村開発整備の推進が撞く望まれている｡

以上の状況を打開するために､ HIMAT においては総合的な農業･農村整備を

推進し､地域の活性化を図り､農家径済の安定化を実現しようとしている｡し

かし､原資面での不安があるため､ EIMATでは日本政府からの技術および資金

協力により本計画の早急な実現を意図しているものである｡

(2)調査の目的

本調査の目的は､トゥケレス地区の現状と問題点を精査し､本地区の農業生

産性の向上と農村総合整備を推進する長期開発計画の立案を行うと共に､開発

のポテンシャルの高いプロジェクトを抽出し､最優先事業に対して経済的かつ

財政的に実施可能な農業･農村開発整備の具体的な計画を策定し評価を行うこ

とにある｡

(3)計画基本構想

農業･農村整備計画策定に当たっては､コロンビア国およびナリーニョ県に

おける自然および社会･経済条件を把接すると共に現況を診断することによっ

て地区内に現存する諸問題点を明確にし､整備課題として抽出する｡

この課題を解決する効果的な手法を長期的展望の基に開発基本構想として樹

-
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立し開発のステージを明確にする｡またコロンビア国や類似地区における整備

水準を検討することにより目標整備水準の設定を行う｡

目標達成のためのプロセスを代替案の検討により明確化する｡

さらに開発ポテンシャルおよび緊急度の高いプロジェクトを選定し､事業化

計画を策定する｡

1)開発基本構想

ナリーニョ県におけるトゥケレス地区の位置付けを明確にし､次の各項目に

付いて長期的な展望に立った計画を立案する｡

a.総合土地利用計画: 地区内の地形､地質､土壌､水文気象等の自然条件お

よび営農栽培､流通､集落､人口､住民意向等の社会･

径済条件を調査･解析し､部門別土地分級を行うことに

より開発促進地区と開発抑制･保全地区を明らかにし総

合土地利用計画を策定する｡

b.水資源開発計画 : 水資源の有効利用を図るためにラス･7ンタス川､フ＋ランコ川お

よび各支流､また タン八一ル湖等の流況と水資源既存量を把

接する｡いっぽう､かんがい用水･生活用水等の水消費

動向を把握すると共に将来の水需要計画を樹立するc

また､本地区平坦部は排水改良が重要な要因として考

えられるため土地利用計画と合わせた長期的排水計画を

策定し､水需給計画とリンクさせて水資源開発計画を樹

立する｡また､開発に伴う環境保全対策プログラムを作

成する｡

c.農業開発計画 本地区における最大の課題である農家所得の向上を愚

業開発を通して達成するためのプログラムの策定を行う｡

そして､本地区をナリーニョ県における食料生産基地と

して位置付け､農業生産､農業基盤整備および農民･流

通組織の強化を軸とした総合的な農業開発を地域農民の

意向を反映しつつ樹立する｡

d.農村開発計画 土地利用･水資源開発および農業開発を踏まえて地区

- 14 +



住民の生活水準の向上を推進するためのプログラムを策

定する｡プログラム策定に際しては地区住民の参加のも

とに､地区の現状に根ざした手法と整備水準の設定を行

う｡

2)基本計画

基本構想において明らかにされた開発プログラムに付いて優先度および緊急

度の高いプロジェクトを部門別に選定し事業化計画を策定する｡

a.かんがい排水計画:
土地生産性および労働生産性向上のためにかんがい組

織の確立を図る｡地形条件からはポンプによる揚水が必

要であるが､維持管理面を考慮して極力ポンプの利用は

避けることとする｡また､かんがい農業普及のためのモ

デル展示圃場を作り各種かんがい手法の推進に努める｡

いっぽう､本地区には排水不良地区が多いため排水施設

は存在するが､組織化されていないため十分に効果を発

現していない｡従って､土地利用計画およびかんがい計

画に合わせて排水組織の体系化を図る必要がある｡また､

排水不良地区に付いては暗渠排水の可能性も検討する｡

b.農業基盤整備 土地利用計画とかんがい排水計画を検討することによ

り､農地の再配置および農道網を含めた区画整備を実施

する｡農地解放政策を援用することにより､零細農家に

対して農地の再配分を行い中堅農家の育成を図る｡また､

区画整理と併せて集落､コミニテ一施設､公園･運動場､

教育･医療,農業関連施設等用地の確保を図る｡

c.農業生産計画 かんがい排水施設および農業基盤の整備に対応した営

農形態､作付期間､導入作物の検討を行い､本地区にお

ける農家経済向上の方策を明確にする｡この場合､現実

的で財政的に十分利益の上がる営農体系を基本とする｡

また､高冷地である地区特性を生かした特産品の創設に

留意する｡モデル圃場の活用により営農技術の向上･定

着を推進するとともに地域特性を生かした作物の普及に
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努める｡さらに､畜産や内水面漁業(特にタンハール湖の鱒)

の振興策を農業分野とリンクさせた方向で検討する｡

d.農産加工･流通:安定的な農業を継続してゆくためには生産諸資材や種

子等の供給及び地区内で生産された農産物等の集出荷･

貯蔵･加工･流通等のポスト･--ベスト施設が重要と

なる｡これら各種施設の整備水準については市場調査等

を基に作成する｡また､管理運営面での手法を農民組織

強化策と併せて策定する｡さらに､農村工業の振興策の

一環として農産加工を位置付け､余剰労働力の吸収と就

業機会の創設を行い地域活性化を推進する｡

e.農民組織強化計画: かんがい排水施設等の各種施設が整備されると､これ

ら施設を有効に活用し健全な営農を展開するためには施

設の維持管理を含めた農民の組織化が必要不可欠となる｡

したがって､現在地区に存在する農民組織であるカビル

ド(CABILDO)を発展･強化させることにより､施設維持

管理組織､農業協同組合､営農指導組織等を体系化する｡

f.農業技術普及計画: 営農の近代化を推進してゆくためには人材の育成と蓄

積及び農業情報(栽培､流通､市場等)管理が重要な位

置を占める｡したがって､モデル展示圃場や営農普及組

織の活用により技術移転,人材の確保と指導者の養成を

図らねばならない｡ここではモデル圃場と研修施設を軸

として農業技術普及･情報管理システム確立のための検

討を行う｡

g.生活環境整備計画:農村に定住し安定的な農業を継続して行くには生活環

境の整備を進めて行かなければならない｡すなわち､生

産基盤･農業･生活環境の三者が一体となって整備され

てはじめて地域の活性化が達成されると考えられる｡従

って､定住化を促進し地域の活性化を促すためには次の

ような施設の整備が必要である｡

･農道網とリンクした生活道路の整備

･電気供給施設
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･生活用水供給施設

･集落排水処理施設

･教育､文化施設

･医療保健施設

･集会､レクレーション施設

以上の各種施設整備においては段階的整備水準を設定

することにより､一定の整備水準を確保した後は地区住

民の創意と工夫により｢わが村は美しく住みよく+して

行くプロセスを明確にすることとする｡

2. 4調査企墓珪捜

本調査に係る作業仕様(TERMS OF REFERENCE)を次に示すo調査期間は1年間で

あり､調査は2段階(Phase 1 良 ⅠⅠ)に分かれて行われる｡ Phase I調査において

は現況把撞･基本構想の策定が主として行われ､ Phase II調査においては事業化計

画の策定を行う｡
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TERM工NOS DE REFERENC工A PARA

EL ESTtJDZO DE FACTZBZLZDAD

SOBRE EL PROYECTO DE I)ESARROLLO

AGR工COIーA Y RtJRAL EN TVqtJERRES. COLOMB工A

1. PREFACIO

La regi6n li皿itrofe del rio Las
Juntas, inclusive ユas tres ciudades

de Tuquerres, Sanpuyes y Guachucal del I)eparta皿entO Ⅳariiio, Repdblica de

colombia, est孟habitado por indigenas que se dedican principalmente a la

agriculturay ganaderia pero debido a que no solo en ユas tierras

inclinadas sino que tanbien en lag llanuras, 1as propiedades estin nal

distribuidas o sea que existen disparidades y adenis, a causa de que la

lnfraestructura agricola se encuentra en皿alas condiclones y la explota-
●

J

clOn agricola se ba°e en for皿a eXtenSlva, lo§ agricultores no pueden

ne3orar las condiciorleS Vida pobreza. Esta situaci6n se refle3a en el mal
ambiente de vida y por ende, en la actividad ec6nomica regional.

Con el proposlto de soluelonar estas dlflcultades se piensa estable-
cer el Proyecto de Desarrollo lntegrado Agricola y Rural en el孟rea de

Tuquerres y al mlsmo tle皿pO de conservar ユas condiciones naturales y

ambientales en la cuenca del rio Las Juntas, se propone utilizar de una

皿anera eficaz los recursos disponibles con el fin de estimular la

econo皿ia regional y皿ej?rar el a皿blente de vュda de
lo§ babitantes.

2. NO州BRE I)E PROYECTO

Este se deno皿ina ●'Proyecto de Desarrollo lntegrado Agricola y Rural

en el Area de Tuquerres''.

3. ORGANISMO DE EJECUC工ON I)EL PROYECTO

El organisno e3ecutor de este proyecto es el Instituto Colonbiano de

Hidrologia y Adecuaci6n de Tierras (flI氾AT) del Ministerio de Agricultura

y se erLCarga de realizar proyectos de mejora皿iento de tierras･ Tiene su

sede en la capital, Bogota, y cuenta con sus dependencias en la§ ciudades

principales del territorio colombiano. Ade皿孟s, HIMAT es el organismo

designado legalmente por el gobierno 3apon6s y el gobierno colombia?o
para tratar sobre asunto de Asistencia, Cooperaci∂n cientifica y Tecnolo-

gica entre ambos paises, por lo que encargarA de realizar el Estudio de

Factibilidad (F/S) sobre el Proyecto de I)esarrollo lntegrado Agricola y

Rural del Area de Tuquerres.

4. AREA OBJETO I)EL ESTUDIO

El孟rea objeto del estudio se ubica en el Departa皿entO de Nari6o, a

unos 50 Kn hacia el sudoeste de la capital Pasto. Este departanento se

sitda en la regi6n sudoeste de Colombia y ll皿ita al oeste con el .oc6ano
Pacifico y al sur con el Ecuador･ El area se encuentra en la regi6n
rodeada de皿Onta6as con una elevaci6n de 2,500 a 3,000 皿.S.n.m y tiene
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una superficle de aproxi皿ada皿ente 20,000 ba. La mayoria de los babitantes

son indios y ユas casas estAn dlspersas, sumando aproximadamente 10,000

casas en total. Vlven prlnclpalmente de la agrlcultura y ganaderia.

EI clima es templado y la te皿peratura皿edia anual es de lO●つC. La

precipitaci6n anual es de 950皿y las 6pocas de sequia y de lluvias

est孟n mÅs o皿enOS皿arCadas y se presentan2 veces al a5o.

La parte oriental del孟rea es llama pero cono exlsten muchas tierras

con皿al drenaje, predo皿ina la ganaderia. La parte occidental es en su

mayoria nonta己osa y en la§ faldas se hacen cultivos tradicionales en

SeCanO.

5. OBJETIVO DEL ESTUDIO

Los
ob3etivos de este estudio son cono se indica a continuaci6n.

(1) Establecer claranente un plan de utilizaci6n de tierras nediante el

estudio/investigaci6n de las condiciones b孟sicas, naturales y socio一
′

●

economlCaS, etC.

(2) Establecer un progra皿a para COmbatir la pobreza y皿ejorar el nivel
de vida de los agrictlltores.

(3) Establecer un plan para diverslflcar lo§ cultlvos y 皿ejorar ユas

praderas.

(4) MeJ'orar la productividad de las tlerras, utilizando de una manera

eficaz los principales recursos hidricos dentro del area y estable-
cer un siste皿a de explotaci6n agricola teniendo como ndcleo el riego
en peque己a escala.

(5) Elaborarunplan de adecuaci6n de tierras para ne)'orar la produc-
tlvldad laboral.

(6) Construir fincas o parcelas demostrAtivas con el fin de 皿ejorar la

explotaci6n y fo皿entar la agrlculura por riego.

(7) Realizar el programa de conservaci6n del血ediiby､ノ‾遜醸酪t■占enユas zonas

elevadas de la cuenca con el fin de proteger la naturaleza y las

fuentes de agua.

(8) Elaborar un plan para皿ejorar y comple皿entar ユas instalaciones de la

infraestractura bisica, tales cone la electrificaci6n, construcci6n
de sistemas de

abastecl皿iento de agua potable, de ca皿1nos, etc.,

tambi6n para me3orarel a皿biente de vida rural. Ade皿As, se deberA
adoptar medidas para tratar ユas aguas residuales y de drenaJe

agricola para conservar el nedio anbiente.

(9) Establecer una politica de adninistraci6n para la utilizaci6n de

agua, sobre asuntos relaclonados con la agrlcultura y ganaderia, asi
como del medlo ambiente.
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(10) Mejorar la situaci6n econ6nica de lo§ agricultores,
introduciendo

mejoras en sus organizaciones y estudiar la industrializaci6n de los

productos agropecuarlos.

6. CO州POSICION I)EL ESTUI)IO

El estudio se realizari en dos (2) fases. En la Fase I,

principal del estudio sera de obtener conocinientos sobre la

actual mediante la recolecci6n y anAllsis fundamentales y para

cer el concepto bAsico de desarrollo.

el objeto
●
′

situaclOn

estable-

En la Fase II del estudio se establecerA el Proyecto de Desarrollo

aclarando los items que se tratan, tanbien se evaluari el proyecto y se

presentari el Inforne Final.

(1) Contenido de la ヂase l

l) Recolecci6n y revisi6n de datos existerlteS

2) Estudio/investlgaclones de ca皿pO

3)
●

′

Analisis de la situaclOn actual

4) Diagn6stico de la situaci6n actual y selecci6n de

items que se deben tratar.

5) Estableciniento del concepto bisico de desarrollo

1os asuntos o

6) Determinaci6n del nivel de desarrollo y estudio de los皿6todos

utilizar

a

(2) Contenido de la Fase II

l) Estudio suplenentario sobre la situaci6n actual

2) selecci6n de
la zonas ob3eto del desarrollo

3) Elaboraci6n de Proyecto de I)esarrollo

4) Decisi6n de los conponentes del proyecto

5) Evaluaci6n del
pr?yecto

Los items que se estudiaran en las dos Eases citadas son los siguientes:

1) Aerofotogrametaria y levantamiento topogr孟fico
- Elaboraci6n del皿apa tOpOgr孟fico, escala 1 : 5,000, agri皿enSura

longitudina1/transversal y p1aninetria de
los sitios necesarios.

2) Estudios topogrAficos y geo16gicos
-

Revisi6n de las condiciones topograficas

los datos existentes.
- confir皿aCi6n de la§ condiclones de suelos

geo16gico in situ y elaboraci6n del皿apa
-

Elaboraci6n del皿apa de clasificaci6n de

condiclones topogriflcas y geo16gicas.
Indicaci6n de los items bAsicos a tratar

daciones relaclonadas con el plan de

y geo16gicas a base de

a base del estudlo

geologlco detallado.

tierras a base de las

y sugerencias/recomen-

construcci6n de las

1nstalaclones necesarlas.
-

ReconeTldaciones sobre el plan de utilizaci6n de tierras.

3) Estudlos sobre la bldrologia y皿eteOrOlogia
- RecolecclOn de datos existentes sobre la hidrologia y 皿eteOrO-

●
′

1ogia.
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Observaciones del nivel de agua, del caudal y precipitaclones

en lo§ sltios prlnclpales.

Anilisis de las

Declsl∂n de los

riego.
- Decisi6n de los

lnstalaciones de

precipitaclones e inundaciones.

items b孟sicos a tratar para el cultivo con

items b孟sicos del plande construcci6n de ユas

rlego y drenaje.

4) Estudio del suelo y de la utilizaci6n de tierras
- Recolecci6n y revisi6n de los datos exlstentes

caracteristicas de suelo.
- Estudio in situ del suelo y elaboraci6n del vLapa del

Estudio sobre la situaci6n actual de utilizaci6n de

clasificaci6n de tierras agricolas y elvaluaci6n
adeeuadas para el cultlvo.

Recomendaciones sobre la agricultura por rlego.

Elaboraci6n del plan de utilizaci6n de tierras.

sobre la§

suelo.

tierras.

de tierras

5) Estudio sobre el rlego y drenaje
- Investigaci6n de. 1as instalaciones y organizaciones relaciona-

das con el riego y drenaje. existentes.
- Investigaci6n sobre la situaci6n actual de la adJninistraci6n y

mantenlmiento de las lnstalaciones.

Estudio de los m占todos de utilizacion del agua.

Estudio sobre el sistetna de riego y drenaje.

Estableciniento del concepto bisico para el riego y drena3e

Elaboraci6n del plan de construcci6n de las instalaciones de

rlego y drenaJe.
-

Estudio de los皿6todos de control del agua.

6) Equipa皿iento/皿ejora de la infraestructura y de la§ zonas rurales
-

Investigaci6rL de la situaci6n actual de las instalaciones de

infraestructura existentes y revisi6n de datos.

obtenci6n de conocimlentos sobre el nivel de equipa皿iento

actual.

Investigaci6n sobre la divisi6n o distribuci6n de las pobla-

ciones, de ユas condlelones a皿blentales y de la§ opiniones/
deseos de los babltantes.

Amilisis de la situaci6n actual y selecci6n de los asuntos que

se deben mejorar.
Decisi6n de las皿edidas a adoptar para solucionar los problemas

y estableci皿1entos del concepto de desarrollo rural.
-

I)ecisi6n del nivel de equipaniento/ne3ora y selecci6n de lag

lnstalaclones 可ue se deben equipar con prloridad.
-

Estudio de las皿edidas a adoptar para la conservaci6n del皿edio

ambiente.
-

Estudio de los m6todos de adRLinistrac16n y nantenimiento de las

instalaciones.

7) Estudio sobre la explotaci6n agricola, sistemas de cultivo e

industrializaci6n de los productos
- Investlgaciones sobre la explotaci6n agricola actual, sistemas

de cultivo, instalaciones de explotaci6n, etc. y revisi6n de

estos asuntos.
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Estudlo sobre log cultivos a introducir, ta皿bi占n sobre la forma

de explotac16n agricola y m占todos de cultivo, etc.

Elaboraci6n del plan de utilizaci6n de tierras

clOn agrieola.
●

′

- Decisi6n del sistetna de cultlvo del dise再o
- Decisi6n del m6todo de explotaci6n agricola.
- Elaboraci6n del plan de producci6n agricola.
- Estudio de los m6todos de industrializaci6n de

- Elaboraci6n del plande equipamiento/mejora de

para la explota-

1os productos.
1as instalacio-

nes relaclonadas con la agrlcultura.
- Elaboraci6n del plande a血1nistaci6n y 皿anteni皿iento de ユas

lnstalaciones agricolas.

8) Agricultura y eeonomia regional
- RecolecclOn y reVisi6n de datos relacionadas con la agricultura

●
′

′

y econo皿1a reglOnal.

Estudio

Estudio
ー Estudio
-

Estudio

皿erCado
-

Estudio

de la situaci6n econ6mica de
los agricultores.

●
′

sobre la producclOn agricola.
de la distribuci6n fisica de los productos agricolas
de los precios

●
′

de la situaclOn

de lo§ agricultores.
- Estudio de la oferta

elaboracl∂n del plan de
-

Elaboraci6n del plan de

de lo§ productos agricolas en el

actual de ユas organizaciones agricolas

y de皿anda de productos- agricolas y

lncre皿entO de la producclon.

皿ejora econ6mica de los agricultores.
-

cilculo de los efectos del proyecto

9) Elaboraci6n del plan de construcci6n de instalaciones y estima-

ci6n de precios/costos
-

Recolecci6n de datos de estimaci6n existentes,

de construcc10n y reVisi6n se estos.
●
′

- Estudio de las estructuras de ユas diversas

estableciniento de las nornas del diseiio.
-

Dise亮o de las instalaciones y confir皿aCi6n de

dades a construir.

de precio/costos

instalaclones y

voldmenes/canti-

- Estinaci6n del costo del proyecto.
- Elaboraci6n del plan de construccion de las obras.

7. PROCESO DEL ESTUDIO

Este estudio sera propulsado y

la Mision Japonesa de Estudio y la

compuestas de expertos en materlas

La Misi6n Japonesa de Estudio

realizado bajo nutua cooperaci6n de

Contraparte Colo皿blana, ambas partes

de los diversos ra皿OS que Se trata.

se constituye de expertos en 皿aterias
de asunto en general, suelos, utilizaci6n de tierras, topografia/geolo-

gia, riego/drenaje, hidrologia/皿eteOrOlogia, planificaci6n regional/desa-
rrollo rual, explotaci6n agricola/cultivos, evaluaci6n econ6mica del

proyecto, equipaniento y estlJnaCi6n de instalaciones. 1evantaniento/estu-
dio topogrAfico. El periodo de estudio serA de 12 皿eSeS y el personal

necesario para estas actividades se est阜ma
en 89･5 personas/mes. (En las

Tablas 1 y 2 se lndica la organizaci6n de los皿iembros y el cronograma de
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lo§ trabajos.)

Tabla 1 Organizaci6n de la Misi6n de Estudio

ロnldad: persona/meg

Expertos Estudio de Trabajos en

campo Japon

1

2

3

4

5

6

7

8

9

Asuntos en general

Eidrologia/meteorologia
stlelos, Utilizaci6n de tierras

Topografia/Geologia
Ri ego/I)rena3 e

planificaci6n regional/
Desarrollo rural

Explotaci6n agricola/cultivos
Evaluacion econo皿ica del proyecto

Equipaniento/estinaci6n de las

lnstalaclones

10) Levantamiento/estudio topogr孟fico

6.5

5.0

5.0

4.0

6.5

5.0

6.5

5.0

4.0

4.0

4.5

3.0

3.0

2.0

4.5

3.0

4.5

4.0

3.0

2.0

8. INFORMES

En la diversas etapas del estudio se presentarAn los infor皿eS que Se

indican a continuaci6n. Los infor皿eS Ser孟n redactados en ing16s, aco皿pa一

己ados del resumen en espa己o1.

(1) Informe lnicia1
20 Copias. que se presentarin al inicio del estudio, Fase I.

(2) Informe sobre Actividad I

20 Copias. que se presentarAn al ter皿inar el estudio de la Fase I.

(3) Infor皿e Provlslona1
30 Copias, que se presentarAn al inicio del estudio, Fase II.

(4) Infor皿e SObre Actlvldad II

30 copias, que se presentarin al terninar el estudio de la Fase II.

(5) Borrador del lnforme Final

30 copias, que se presentarin al tertninar los traba3os de anilisis
enJapon.

(6) Informe Final

40 copias, que se presentarin al final. Cabe皿enCionar que despu6s
de presentar el Borrador de Inforne Final y de dar explicaciones al

respecto a la contraparte colombiana, 1a皿1sma tendrA que expresar

stlS COnentarios/sugerencias en e1 1apso de un Res a la nisi6n
japonesaア Segulda皿ente, en dos (2)皿eSeS Se elaborar孟 y se

presentara el lnfor皿e final.
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9. FACILII)ADES I)EL GOBIERNO COLOMBIANO

De acuerdo con el progreso del estudio, el goblerno colombiano

deberA establecer lag normas correspondlentes, disponer del personal de

expertos en ユas diversas 皿aterias que se indican a continuacion･

sumlnistrando y prestando los serviclos y facilidades necesarlas para la

realizaci6n del estudio.

(1) Expertos
- Jefe de dependencia regional de IIIMAT

- Coordlnador del proyecto
- Expertos colo皿bianos en materias de riego/drenaje, explotaci6n

agricola/ cultivos, 1evantanientos topogrAflcos, suelos/geologia,

asuntos socioecon6nicos, hidrologia/meteorologia, dise己o de insta1

1aciones para colaborar con los皿iembros de la misi6n japonesa･

(2) Personal de asisteneia
1 0ficinistas (Secretaria, mecan6grafa, ayudantes)
-

Cboferes

(3) Oflcinas
Un (i) local dentro de la oficina
(1) local dentro de la oflclna de

Jmuebles y equipos necesarios,

japonesa.

principal de HIMAT en Bogota y un

HIMAT en Pasto, equipada con

a la disposlclon de 1a 皿1si∂n

(4)州edios de transporte y teleco皿unicaci6n
- Ad皿inistraci6n y皿antenimiento de lo§ carros y equipos

comunicaci6n su皿inistrados por el gobierno japon6s.
-

Suminlstro de carros para los皿1embros de la contraparte

na y carros adicionales para log nietRbros de
la nisi6n

para suplir ユas necesidades al tiempo de mayor actlvidad･

de tele-

colombia-

JapOneSa

(5) Suministro a la皿isi6n japonesa de materiales y datos nece苧arios
para ユas investlgaciones y estudios, tales como fotografias aereas,

皿apaS tOpOgr孟ficos y catastrales, datos estadisticos, etc. , relacio-

nados con el proyecto, que se encuentren a la disposici6n de HI氾AT u

otros organis皿OS eXtranJerOS.

(6) Otros
I

Garantizar la seguridad de los 皿iembros de la misi6n japonesa
durante el periodo del estudio.

-

prestar a los皿iembros de la misi6n japonesa toda cュase de ayuda y
facilidades para la entrada/salida a/de Colombia, estadia en el

pais, c占dula de identldad, tramitaciones de aduanas, etc.

ExiELir a los mietnbros de la 皿isi6n japonesa de toda

tributos e inpuestos durante su estadia
Exonerar de toda cュase de derechos

tributarlos de lo§ equlpos. materlales

ci6n del estudio, asi cono de los

皿iembros de la皿1si6n japonesa.
pernitir a la nisi6n 3aponesa el ficil

investigaci6n/estudios.
Recomendar a la 皿1sl∂n japonesa;

en Colombia.

arancelarlos e

necesarlos para la

efectos personales

cュase de

l皿pueStOS

realiza-

de lo§

acceso a lo§ sltlos de

-- L

la§ persollaS 0 CO皿panlaS

calificadas para realizar levanta皿ientos topogrAficos, anAlisis de
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suelos, estudios geo16gicos as呈 co皿0 1aboratorios deanAlisis.

10. FACILII)AI)ES DEL GOBIERNO JAPONES

Con el proposito de realizar este estudio. se piensa obtener del

gobierno japon6s las facilidades que se indican a continuaci6n.

(1) Envio de la Misi6n de Estudio a Colombia.

(2) Suninistro de equipos y nateriales necesarios para facilitar el

estudio.

(3) Aportaci6n de los gastos del estudio y lo que se considere

neeeSarlO.

Tabla 2 Cronograma de Trabajos

Trabajo Mes 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12

1. Preparaciones Preliminares

2. Estudio: Fase I

(1) Elaboraci6n de1

皿apa tOpOgrafico

(2) Estudio/1nvestlgaciones
de campo

(3)Amilisis en Japan
3. Estudio: Fase II

(1) Estudio/investigaclones
de campo

(2) An孟1isis en Japan
4. Explicacion del Borrador

del lnfor皿e Final

5. Elaboraci6n del Inforne Final

Infor皿e ▲ ▲ ▲

IC FR(1) IR

▲ ▲ ▲

PR(2) I)FR FR

Notas: IC : Infor皿e lnicial, PR: Infor皿e SObre Actividad

IR : Inforne, I)FR: Borrador de Inforne Final

FR : Infor皿e Final
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3. )･1')nT)7*1W3'@ 近郊農業開発計画

3.1姐旦畳量

計画地区が含まれるバジュ県は人口の集中化による食料需要の増大化とそれに伴

う輸入食品の増加等を生じ､食料自給のための優良農地の保全･確保が緊急の課題

とされている｡

しかし､カウカ河沿岸地域は洪水常基地域であり､雨期におけるカウカ河からの

浸水および雨による湛水によって毎年のごとく農地が被害を受けている｡また,乾

期には用水不足となるため､高い農業生産ポテンシャルを保有しながらその能力を

十分に生かしきれないでいるのが現状である｡

特に､本調査地区は､カウカ河平野のなかでも肥沃な土地であり農業生産に対す

る高い潜在能力を持っているものの､カウカ河からの浸水と雨期の湛水常墓地帯で

あり､その結果として農業基盤の未整備と粗放的営農等とあいまって､農業生産に

制約を受けている｡

したがって､ ｢ラ･ヴィクトリア カルタゴ地区都市近郊農業開発計画+プロジ

ェクトを実施すること■により､自然および社会環境を保全しつつ､当該地域の保有

する資源を有効に活用し､食料基地としての都市近郊農業の確立を図るとともに地

域の活性化と住民の生活環境の改善を目指す必要がある｡

以上の背景のもと､コロンビア国政府では食料供給基地としての都市近郊農業を

保全育成するために､土地基盤の整備と近代的営農体系の確立を軸とする農業総合

整備計画を策定し､事業化を促進しようとしている｡そのために､これら計画策定

及び一部事業資金に対して日本国政府の協力を強く望んでおり､その協力により事

業の早期実現を図り､安定的食料自給能力の確立を促進したいとしている｡

3.2 計画地区の

プロジェクト対象地区は県都カリ市から約150km､バジュ県北部カルタゴ市に隣

接した標高600m-960mの平野部に位置し､計画対象面積は約30,000baである｡気温

は､ 15.3oC (冬季最低) -41.8oC (夏季最大)で､年降水量は1,350mm程度であるo
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地質･土壌は古い湖成堆積層を基盤とし､カウカ河の沖積層､右岸産地からの支

流によって堆積された多数の扇状地などが加わって形成されており､コロンビア国

で最も肥沃な農業地帯といわれている｡しかし､排水不良､塩害発生など障害のあ

る土壌も多く､何らかの問題を抱えている土壌が約60%を占めている｡

本地区の農家構成は 5ba未満の小農が70%を占めているが､農地保有割合では20

ha以上の中大農が約 86%を占める｡

主要農産物はさとうきび､ソルガム､大豆等である｡そのうち､さとうきびが60

%以上を占めている｡しかし､近年ぶどう､マラクージャ等の果実やトマト等の生

鮮野菜類が導入されている｡

本地区の現況をまとめれば以下のとおりである｡

計画対象面積

地区標高

年平均雨量

年平均気温

雨期

乾期

関係町

受益戸数

土地所有

土地利用

土壌条件

農家鐙済

主要農産物

:約 30,000ba

: EL 600 - 960m

l,350 mm

25 oC

:4,5月およぴ10.11月の2回

:2,3月および7.8月の2回

:ラウーりトT)T､加けコー､オハーントー

:約15,000戸

:大半が 5ba以下

:大半が畑地利用

:栽培上注意が必要な土壌が65%以上を占める

: ′J＼農が多く生産性償い

:さとうきび､ソルがム､大豆､生鮮野菜

主要河川･水源:カウカ川

集落形態 :散居･散在

基礎インフラ :基幹道路(1路線舗装) ､電化率40%､給水率20%
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本調査の実施により下記の目的を達成する｡

(1)自然･社会･経済等の基礎条件調査を通じて明確な土地利用計画の樹立

(2)都市近郊農業開発のプログラム樹立

(3)農家間格差の解消と農民の生活水準の向上のためのプログラムの確立｡

(4)作物の多様化､草地の改良を目的とした農業プログラムの策定｡

(5)排水改良及び洪水対策による優良農地の保全

(6)除塩等土壌条件の改善による土地生産性の向上

(7)土地生産性向上策として､流域内主要水源の有効活用を図り､小規模かんが

いを核とした営農体系の樹立｡

(8)労働生産性を高めるための土地基盤整備プログラムの作成｡

(9)営農改善､壇書対策およびかんがい農業推進のための展示ほ場の設置0

(10)電気･水道･道路等の基礎インフラ施設の充実と農村生活環境施設整備のた

めのプログラムの樹立｡また､自然環境保全のための生活汚水および農業排

水処理施設整備方策を検討する｡

(ll)農業及び生活環境管理施策の確立｡

(12)地域農民の経済状況と組織の改善を図り､農業の工業化方策を検討する｡

3. 3証塵_些且査

(1)調査の目

的 本調査の目的はラ ヴィクトリア･カルタゴ地区の現状草精査し､問題点を

明確にすることによって農業総合整備にかかる長期開発計画の立案を行うと共

`与､開発ポテンシャルの高いプロジェクトを抽出し､経済的かつ技術的に評価

を行い,実施可能な農業総合開発整備計画の樹立を行うことにある｡

(2)計画の概要

本地区において検討される計画の概要は以下のとおりである｡

- かんがい施設計画(取水施設､揚水施設､配水組織)

- 排水施設計画(排水組織､カウカ河堤防補強､機械排水等を含む)

一 土壌改良施設計画(アルカリ土壌対策､農地保全対策)

- 農業基盤整備(区画整理､農地造成､暗渠排水)

一 農道及び集落道整備計画
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営農･栽培計画

流通･農産加工･農民組織強化

農村整備計画(電気､水道､保健医療､教育､集会､運動等施設)

(3)計画の内容

本地区における計画策定に当たっては以下に示す諸点に留意した計画とする｡

1)かんがい計画: 本地区は乾期と雨期が明確に区分されており､各々年2回

線り返されている｡しかし､播種期に用水不足が起こりやす

く用水の確保が特に必要である｡また､近年都市近郊という

立地条件を考慮して生鮮食料の栽培が急激に拡大している｡

したがって､都市近郊食料基地として安定的な生鮮食料を供

給するためにもかんがい施設の整備は急務といえる｡いっぽ

う､既存の用水組織は農地の未整備のため複稚で効率が悪く

過大な労力を要する｡よって,区画整備を含む農業基盤の整

備と併せて用水組織の再編成を行う必要がある｡

2)排水施設計画: カウカ河からの洪水対策と地区内排水計画の両面から計画

を樹立する.本地区はカウカ河による洪水常蓑地帯であり､

1984年における洪水では2カ月間農地が冠水した記録がある｡

対策としては河川改修による方策が最も効果的であるが､莫

大な径費が必要なため､早期には実現不可能である｡したが

って､堤防整備と地区内排水組織の再編成により､ある程度

の湛水を許容しつつ時間を掃けた排水システムを検討する必

要がある｡

3)アルカリ土壌: アルカリ土壌形成の要因は周辺山地部からアルカリ塩類が

地下水に補給され､乾期に蒸発散に伴って地下水中のアルカ

リ塩類が土壌に集積するものと考えられる｡本地区にはこれ

ら特殊土壌地帯が多く含まれており対策は急務である｡しか

し､現在の対策としては土地所有単位で種々雑多な対策が講

じられており､全体的なシステムとはなっていない｡したが

って､土地基盤整備や排水施設と併せてシステム的な対策を

構築する必要がある｡基本的な対策手法としては暗渠排水の

導入により汚染地下水の排除を行うこととする｡

-
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4)営農･栽培:本地区は砂糖きび､綿､大豆等の伝統的作物が栽培されて

きた｡しかし､郡市近郊である立地特性を生かした､商品価

値の高いぶどう､生鮮野菜､花荊等-の移行が顕著である｡

したがって､本地区における農業の方向としては商品価値

が高くそして換金性の良い営農･栽培体系を目指す必要があ

る.その一環として当地に気候条件を活用したぶどう､ビタ

ージャ､マラクージャ等の熱帯性果樹を輸出用を目指した作

物にも栽培に重点を置くこととする｡そのためには､かんが

い施設､排水施設､流通施設等はより高度の整備を行い､全

国都市近郊地区におけるパイロットプランと位置づけるべき

であろう｡

3. 4週査塵_墓丘鹿

本調査に係る作業仕様(TERMS OF REFERENCE)を次に示す.詞査期間は1年間で

あり､調査は2段階(Phase I 良 ⅠⅠ )に分かれて行われる｡ Phase I調査において

は現況把握･基本構想の策定が主として行われ､ Phase ll調査においては事業化計

画の策定を行う｡
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TERM工NOS DE REFERENC工A PARA

EL ESm工O DE FACT工B工L工DAD SOBRE

EL PROYECTO DE DESARROLLO AGR工COLA

Y RtJRAL EN LA V工CTOR工A
- CARTAGO. COLOPtB工A

1. PREFACIO

El departaIRentO Valle del Cauca

es densanente poblado, por lo cual

alimentos inclusive la importaci6n

urgencia la conservaci6n de tierras

donde se ubica el Area del proyecto

se ba lncrementado el consu皿O de

de estos, slendo asunto de 皿ayOr

f6rtiles para el autoabastecimiento.

sin etnbargo, se deberA皿enCionar que la regi6n de la cuenca del rio
Cauca suele ser afectada por la§ lnundaclones durante la epoca lluvlosa a

causa del desborde del rio y
__For

el estancaniento del agua pluvial･

causando estragos todos los anos. Per° durante la epoca seca existe la

escases del agua y aunque el potencial de producci∂n agricola es elevado,

no se puede aprovecbar suficientemente su capacidad.

Especialmente el Area de este

f6rtiles dentro del Valle del Cauca

estanca皿iento del agua y ta皿bi占n
infraestractura y la explotaclon

agricola es li皿itadaes.

estudio es una regi6n de tierras

per° a causa de ユas inundaciones, el

por ユas malas condiclones de la

agricola extenslva, 1a produccion

I)ebido a ユas razones expuestas anteriormente se ha presentado la

necesidad de realizar el Proyecto de I)esarrollo lntegrado Agricola y

Rural del Area de La Victoria
-

C孟rtago, conservando al mis皿O tietnpo ユas

condiciones naturales y sociales del皿edio ambiente, utilizando de una

皿anera eficaz los recursos disponibles del Area con el objeto de

estabilizar la explotaci6n agricola suburbana para formar urla base de

abasteci皿iento de alimentos, tambi6n para activar la econo皿ia regional y

de皿eJOrar la§ condiciones ambientales de lo§ babitantes.

2. NO刑BRE I)EL PROYECTO

Este se deno皿ina Proyecto de Desarrollo lntegrado Agricola y Rural

del孟rea de La Victoria - CArtago.

3. ORGANISMO EJECUTOR I)EL ESTUDIO

El organis皿O eJeCutOr del proyecto es la Corporacion Aut6no皿a
Regional del Cauca (CVC) que es una dependencia del I)epartamento Ⅳaclonal

de Planeaci6n (I)NP), con su sede en la ciudad de Call y se encarga de la

realizaci6n de obras pdblicas en la cuenca del rio cauca.

Este es un organis皿O designado legalmente por el gobierno 3apon占s y
el gobierno colomblano para tratar sobre asuntos de Aslstencia y

cooperaci6n cientifica y Tecno16gica entre a血bos paises, por lo que se

encargari de realizar el Estudio de Factibilldad (F/S) sobre el Proyecto

de I)esarrollo lntegrado Agricola y Rural del Area La Victoria
-

Cirtago.
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4. AREA OBJETO I)EL ESTロDIO

El area del proyecto se ubica a unos 150 Kn desde la ciudad de Cali

y tiene sus linites con la ciudad de Cirtago al norte del departanento

Valle del Cauca, es una llanura de 600 a 800皿.S.a.皿de altltud con una

superflcie de aproximada皿ente 20,000 ba.

La temperatura皿inim今eS de 15･3ウC (invierno) y la皿孟Ⅹina de 41･8･つC

(verano) y la precipitacion anual es de aproximada皿ente 1,500 m皿.

El I)asa皿entO eS de capa sedi皿entarla de orlgen lacustre y el suelo

se conpone de la capaaluvial del rio cauca y de las zonas aluviales

sedimentadas, provenientes de los afluentes de la ribera derecha nonta-

6osa･ consider孟ndose como la regi6n agricola皿孟s f6rtil de Colombia･. Sin

embargo, existen suelos de mal drenaJe y afectados por la gal y casュ e1

60Q< de estas tierras est孟involucrada en problemas de algun car孟cter.

Los agricultores del Area que tienen nenos de 5 ha ascienden

del total. per° casュ e1 86% de la superflcle es propiedad

agricultores que explotan a皿ediana o gran

Los productos principales son el nail,
estos, 1a produccion del皿aiz cubre皿孟s del

introduciendo el cultivo de frutas eo皿0 1a

to皿ate y OtraS hortallzas.

escala y tienen mas de

a1 70%

de los

20 ba.

el sorgo
.y
la soya.

60% pero ultimamente se

Entre

esti
uVa y maraCuya, aSI CO皿0 el

5. OBJETIVOS I)EL ESTUDIO

El
objetlvos de este estudlo son los slguiente:

(1) Establecer claramente un plan de utilizaci6n de tierras a trav6s del

estudio de la§ condiciones bAsicas, naturales y socioecon6micas, etc.

(2) Establecer el progra皿a de desarrollo agricola suburbano.

(3) Establecer el programa para corregir la diferencla de lngresos entre

los agrlcultores mejorarando el nlvel de vュda.

(4) Establecer el progra皿a para diversificar lo島 cultivos y mejorar las

praderas.

(5) Conservar las tierras f6rtiles adoptando medidas de 皿ejora del
drenaJe COntra la島 inundaclones.

(6) Incrementar la productividad de ユas tlerras lntroduciendo mejoras
del suelo y la desalinlsaci6n.

(7) Como nedidas para incrementar

piensa utilizar de una皿anera

dentro del area y establecer
teniendo co皿O ndcleo el riego

1a productlvidad de la§ tierras se

eficaz las fuentes principales de agua

el slste皿a de explotaci6n agricola
en pequeiia escala.

(8) Elaborar el progra皿a de desarrollo de la lnfraestractura del suelo

para meJOrar la productlvldad laboral.
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(9) Construir parcelas o canpos denostrativos para la difusi6n de

t占cnicas de me3ora de la explotaci6n, de desalinizaci6n y de rlego.

(10) Elaborar el prograna de electrificaci6n. de abasteciniento de agua

potable, de ne3ora/rehabilitaci6n de

instalaelones de la lnfraestructura

rural. Ade皿丘s, se estudiar孟sobre la

trata皿iento de aguas residuales y de

conservar el皿edlo amblente natural.

ca皿inos, etc., o sea, de ユas

b孟sica y del medio a皿biente

mejora de ユas instalaciones de

drenaje agricola, con el fin de

(ll) Establecer nedidas para el control agricola y del nedio anbiente.

(12)州ejorar la situaci6n econ6皿ica de los agricultores reglonales de las

organizaciones de estos, asi cotno estudiar la industrializaci6n de

los productos agricolas.

6. COMPOSICION DEL ESTUI)IO

El estudio se realiz号r孟en dos (2) fases･
En la

principal del estudlo sera de obtener conoelmlentos

actual mediante la recolecci6n y an孟1isis de datos

establecer el concepto b孟sico de desarrollo.

Fase I, el objeto
sobre la situaci6n
funda皿entales para

En la Fase II estudio se establecerA el Proyecto de I)esarrollo

aclarando los items que Se tratan, ta皿bi6n se evaluar孟el proyecto y se

presentara el lnforme Final.

(1) Contenido de la Fase l

l) Recolecci6n y revisi6n de datos existentes
2) Estudio/investigaciones de campo

3) AnAlisis de la situaci6n actual

4)Am孟1isis de la situaci6n actual y selecci6n de los asuntos o

items que se deben tratar.

5) Estableciniento del concepto bisico de desarrollo

6) I)eter皿inaci6n del nivel desarrollo y estudio de los m6todos
utilizar

a

,(2)
Contenldo de la Fase II

l) Estudio.suplenentario sobre la situaci6n actual
2) Seleccion de la zonas ob3eto del desarrollo

3) Elaboraci6n de Proyecto de Desarrollo

4) Decis16n de los componentes del proyecto

5) Evaluaci6n del proyecto

Los items que se estudiarin en las dos fases citadas son los

slguientes :

1) Aerofotogra皿etaria y levanta皿iento topogrAfico
- Elaboraci6n del皿apa tOpOgr孟fico, escala 1 : 5,000, agri皿enSura
longltudinal/transversal y plani皿etria de los sitios necesarios.

2) Estudios topogr孟ficos y geo16gicos
- Revisi6n de las condlciones topograficas y geo16gicas a base de

los datos existentes.
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confirnaci6n de las condiciones de suelos

geologico in situ y elaboraci6n del napa

Elaboraci6n del napa de clasificaci6n de

condiciones topogrAficas y geo16gicas.
Indicaci6n de los items bisicos a tratar

daciones relacionadas con el plan de

a base del estudio

geo16gico detallado.

tierras a base de la§

y sugerenclas/recomen-

construcci6n de las

instalaciones necesarlas.

ReconeTldaciones sobre el plan de utilizaci6n de tierras.

3) Estudios sobre la hidrologia y meteorologia
-

Recolecci6n de datos existentes sobre la hidrologia y

logia.

皿eteOrO-

-

Observaciones del nivel de agua, del caudal y preclpltaclones

en lo§ sitios princlpales.
-

An孟1isis de ユas
-

I)ecisi6n de los

riego.
-

Decisi6n de los

lnstalaclones de

4) Estudlos del suelo

preclpltaclones e inundaclones.

items basicos a tratar para el cultivo con

items bisicos del plan de construcci6n de las

rlego y

y dela

- Recoleccion y revisi6n
caracteristicas de suelo.

- Estudlo ln sltu del suelo

drenaje.

utilizaci6n de tierras

de los datos exlstentes

y elaboraci6n del napa de1
- Estudio sobre la situaci6n actual de utilizaci6n de
-

clasificaci6n de tierras agricolas y evaluacion

adecuadas para el cultlvo.
-

Reconendaciones sobre la agricultura For riego.
-

Elaboraci6n del plan de utilizaci6n de tierras.

sobre la§

suelo.

tlerras.

de tierras

5) Estudlo sobre el riego y drenaje
- Investigaci6n de las instalaciones y organizaciones relaciona-

das con el rlego y drenaje, existentes.
- Investigaci6n sobre la situaci6n actual de la ad皿inistraci6n y

mantenlmiento de la§ lnstalaeiones.
-

Estudio de los皿6todos de utlllzaci6n del agua.
-

Estudio sobre el slstema de riego y drenaJe.
- Establecimiento del concepto b孟sico para el riego y drenaje
- Elaboracion del plan de construcci6n de las instalaciones de

riego y drenaJe.
-

Estudio de los皿etOdos de control del agua.

6) Equipaniento/neJ'ora de la infraestructura y de las zonas rurales
-

Investigaci6n de la situaci6n actual de ユas lnstalaciones de

infraestructura existentes y revisi6n de datos.
-

Obtenci6n de conocinientos sobre el nivel de equipaniento

actual.
-

Investigaci6n sobre la divisi6n o distribuci6n de las pobla-

clones, de la§ condlclones amblentales y de la§ opinlones/
deseos de los babitantes.

AnAlisis de la situac16n actual y selecci6n de lo§ asuntos que

se deben皿ejorar.

Decisi6n de ユas vLedidas a adoptar para solucionar los proble皿aS
y establecimlentos del concepto de desarrollo rural.
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-

Decisi6n del nivel de equipa皿iento/皿ejora y selecci6n de ユas

lnstalaclones que se deben equipar con prlorldad.
-

Estudlo de la§ medidas a adoptar para la conservacl∂n del medio

atnbiente.
-

Estudio de los m6todos de a血inistracion y皿anteni皿iento de la§

instalaclones.

7) Estudio sobre la explotaci6n agricola, siste皿aS de cultivo e

industrializaci6n de los productos
- Investigaciones sobre la explotaci6n agricola actual, sistemas

de cultivo, instalaciones de explotaci6n, etc. y revisi6n de

estos asuntos.
- Estudio sobre los cultivos a introducir, tambi6n sobre la forma

de explotaci6n agricola y m6todos de cultivo, etc.

- Elaboraci6n del plan de uti11zaci6n de tierras

cl∂n agricola.
- Decisi6n del siste皿a de cultivo del dise再o.
- Decisi6n del m6todo de explotaci6n agricola.
- Elaboraci6n del plan de producci6n agricola.
- Estudio de los皿6todos de industrializaci6n de

- Elaboraci6n del plan de equipaniento/ne3ora de

para la explota-

lo§ productos.
1as instalacio一

TICS relacionadas con la agricultura.

Elaboraclon del plan de ad皿1nistaci∂n y 皿antenl皿1ento de la§

lnstalaciones agricolas.

8) Agrlcultura y economia regional
Recoleccion y revisi6n

de datos relacionadas con la agricultura

y econo皿ia regional.
Estudlo

Estudio

Estudio

Estudio

mercado

Estudio

de la situaci6n econ6nica de
los agricultores.

sobre la producci6rl agricola.
de la distribuci6n fisica de los productos agricolas
de lo§ preclos

de la situaci6n
de lo§ agrlcultores.

-

Estudio de la oferta

evaluaci∂n
del plan de

de lo§ productos agricolas en el

actual de la§ organizaciones agricolas

y demanda de productos agricolas y
●
′

incremento de la producclOn.
-

Elaboraci6n del plan de皿ejora econ6nica de los agricultores
-

cilculo de los efectos del proyecto.

9) Elaboraci6n del plande construcci6n de instalaciones y estina-

ci6n de precios/costos
-

Recolecci6n de datos de esti皿aCi6n existerLteS,
de construccion y revisi6n se estos.

-

Estudio de la§ estructuras de la§ diversas

estableci皿iento de la島 normas del dise氏o.
- I)ise如de las instalaciones y confirmaci6n de

dades a construir.

de precio/costos

lnstalaciones y

voldmenes/canti-

- Esti皿aCi6n del cost6 del proyecto.
- Elaboraci6n del plan de construcci6n de las obras.

7. PROCESO I)EL ESTUDIO

Este estudio sera propulsado y realizado ba3o nutua cooperaci6n de

la阿ision Japonesa de Estudio y la Contraparte Colo皿biana, ambas partes
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co皿pueStaS de expertos en皿aterlas de los diversos ramos que se trata･

La Mision Japonesa de Estudio se constituye de expertos en materias

de asunto en general, suelos, utilizaci6n de tierras, topografia/geolo-

gia, riego/drenaje, hidrologia/meteorologia, planlficaci6n regional/desa-

rrollo rural, explotaci6n agricola/cultivos, evaluaci6n economia del

proyecto, equipamiento y estimaci6n de instalaciones, 1evantamiento/estu-

dio topogr丘fico. El periodo de estudio ser孟de 12 皿eSeS y el personal

necesario para estas activldades se esti皿a en 78.5 personas/mes･ (En ユas

Tablas 1 y 2 se indica la organizaci6n de los miembros y el cronograma de

lo§ trabajos.)

Tabla 1 Organizaci6n de la Misi6n de Estudio

Unidad: persona/nes

Expertos Estudio de Trabajos en

ca皿pO Japon

1

2

3

4

5

6

7

8

9

Asuntos en general

Eidrologia/meteorologia
suelos, utilizaci6n de tierras

Topografia/Geologia

Riego/Drenaje

planificaci6n regional/
Desarrollo rural

Explotaci6n agricola/cultivos
Evaluaci6n econ6皿ica del proyecto

Equipaniento/estinaci6n de las

lnstalaclones

10) Levantamlento/estudlo topograflco

2.0

5.0

6.5

4.0

6.5

5.0

6.5

5.0

4.0

4.0

1.0

3.0

3.0

2.0

4.5

3.0

4.5

4.0

3.0

2.0

8. INFORMES

En la dlversas etapas del estudio se presentar孟n los infor皿eS que Se

indicana continuaci6n. Lo§ informes serAn redactados en ingl占s, acompa-

再ados del resumen en espa己o1.

(1) Infor皿e lnicia1

20 Copias, que se presentarin al inicio del estudio, Fase I.

(2) Infor皿e SObre Actividad I

20 Copias. que se presentarin al ter皿inar el estudio de la Fase I.

(3) Infor皿e Provisional
30 Copias, que se presentarin al inicio del estudio, Fase II.

(4) Informe sobre Actividad II

30 copias, que se presentaran al ter皿inar el estudio de la Fase II.

(5) Borrador del InforDe Final

30 copias, que se presentarin al teminar los traba)'os de analisis

en Japon.
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(6) Infor皿e Final
40 copias, que se presentar丘n al final･ Cabe皿enCionar que despu占s

de presentar el Borrador de Inforne Final y de dar e5Plicaciones al

respecto a la contraparte colombiana, 1a

sus co皿entarios/sugerenclas en el lapso

japonesaア Seguidamente･ en dos (2)

presentara el lnforme flnal･

皿is皿a tendra que e耳preSar
● ●

′

de un 皿eS a la 皿1SIOn

机eses Se elaborara y se

9. FACILII)AI)ES I)EL GOBIERNO COLOMBIAyO

De acuerdo con el progreso del estudio

debera establecer la§ nor皿aS

expertos en ユas diversas

suministrando y prestando los

realizacion del estudio.

correspondientes ,

皿aterias que se

el gobierno colombiano

disponer del personal de

indican a continuacion.

servicios y facilidades necesarias para la

(1) Expertos
- Coordinador del proyecto
- Expertos colo皿bianos en materias de riego/drenaje, explotaci6n

agricola/ cultivos. 1evantamientos topogrAficos, suelos/geologia,

asuntos socioecon6皿icos, hidrologia/meteorologia. diseiio de insta-

1aciones para colaborar con lo§ mie皿bros de la皿ision JapOneSa･

(2) Personal de asistencia
-

oficinistas (Secretaria,皿eCan6grafa, ayudantes)
-

Cboferes

(3) Oflcinas
ロn (1) local dentro de la oficlna principal de CVC en Call y

local dentro de la oficina del孟rea de estudio, equipada con

y equipos necesarios, a la disposici6n de la misi6n japonesa.

un (1)

muebles

(4) Medios de transporte y telecotnunicaci6n
-

Ad皿inistraci6n y皿anteni皿iento de los carros y equipos de tele-

coELunicaci6n su皿inistrados por el gobierno japon6s.
- su皿inistro de carros para los皿ie皿bros de la contraparte tolo皿biA-

naァcarros adiclonales para los miembros de la 皿ision JapOneSa

para suplir las necesidades en el tiempo de皿ayOr aCtividad.

(5) Su皿inistro a la misi6n J'aponesa de 皿ateriales y datos nece甲rios
para la§ lnvestigaclones y estudlos, tales como fotografias aereas,

mapas topogrAficos y catastrales, datos estadisticos, etc., relacio-

nados con el proyecto, que se encuentren a la disposici6n de CVC u

otros organlsmos extranJerOS.

(6) Otros
- Garantizar la segurldad de los miembros de la misi6n japonesa
durante el periodo del estudio.
prestar a los皿iembros de la misi6n japonesa toda cュase de ayuda y

facilidades para la entrada/sallda a/de Colo皿bla, estadia en el

pais, c占dula
de identidad, tra皿itaciones de aduanas, etc.

Exi皿ir a los mie皿bros de la misi6n 3'aponesa de toda cュase de

tributos e impuestos durante su estadia en colombia.
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- Exonerar de toda c上ase de derecbos arancelarlos e i皿pueStOS

tributarios de los equipos, nateriales necesarios para la realiza-

ci6n del estudio, asi cono de los efectos

皿1embros de la misl∂n JapOneSa.
- per皿itir a la皿isi6n 3aponesa; el f孟cil acceso

investigaci6n/estudios.
-

Recomendar a la mis16n japonesa ユas
per苧OnaS 0

das para realizar levantamientos topograficos,

personales de lo§

a los sitios de

compa己ias califica-

an孟1isis de suelos.

estudios geo16gicos asi cono laboratorios deanilisis.

10. FACILIDADES DEL GOBIERNO JAPONES

con el prop6sito de realizar este estudio, se piensa obtener del

gobierno japon6s las facllidades que se indican a continuaci6n.

(1) Envio de la Misi6n de Estudio a Colombia.

(2) Suministro de equipos y materlales necesarlos para faellitar el

estudlo.

(3) Aportaci6n de los gastos del estudio y lo que se considere

necesarlo.

Tabla 2 Cronograma de Trabajos

Trabajo Mes 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12

1. Preparaclones Prell皿1nares

2. Estudio: Fase I

(1) Elaboraci6n de1

皿apa tOpOgr孟fico
(2) Estudlo/investlgaciones
de ca皿pO

(3) Anilisis en Japon

3. Estudlo: Fase II

(1) Estudio/1nvestigaciones
de ca皿pO

(2)Amilisis en Japan
4. Explicaci6n del Borrador

del lnfor皿e Final
′

5. Elaboraci6n del lnfor皿e Final

Infor皿e ▲ ▲ ▲

IC FR(1) IR

▲ ▲ ▲

PR(2) DFR FR

Notas: IC : Informe lnicial, PR: Informe sobre Actlvidad
IR : Informe, DFR: Borrador de lnfor皿e Flnal

FR : Informe Final
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4.皇旦塵旦_壁_区

今回の調査を進めてゆく過程で､上記2地区以外に関連省庁より次に述べる開発

案件を提示され､日本からの技術協力を得たいとの要望があった0

4. 1旦A_旦室生

C AR(Corporacion Autonomo Regional de las Cuencas de los rios Bogota,

ロbate ∫ Suarez)は国家企画庁の管轄のもと､首都ボゴタに本部を置き､ボゴタ､

ウパテおよびスアレス川流域において公共公益事業を実施している地方開発公社で

ある｡

(1)プロジェクト名

ト夕潮流域農業･農村総合整備計画

(2)計画の背景

ト夕潮(8oyaca県)に隣接する地域は農林水産業を主な産業としているが､傾

斜地のみならず平野部においても土地所有の不均衡､農業基盤の未整備､粗放的

営農等を主因として､農民をして貧困からの脱却を阻んでいる｡農民の真因は生

活環境の悪化を招き､ひいては地域全体の環境の荒廃を促進させている｡

当地域の湖岸部は､長ネギの特産地として知られているが､近年連作障害が発

生してきており､この障害解決のため有機肥料および農薬の多量使用が行われて

いるo このため､有･無楼物がト夕潮に流入し､幕(オオカナダ藻)やアオコ等

の大量発生がみられ､湖の水質汚濁を引き起こしつつある｡

また､傾斜地に散在する農家は､経営規模も小さく,天水に依存した伝統的粗

放農業を行っており､生活水準は低い｡

そこで､ト夕潮流域における自然及び社会環境を保全しつつ､当該流域の保有

する資源を有効に活用することにより､地域の活性化と住民の生活環境の改善を

目的として､ ｢ト夕潮流域農業･農村総合整備計画+が企画された｡
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(3)調査対象地域

調査対象地域は首都ボゴタから北東約200kmのボヤカ県にあり､同県の東部の

標高3.000m-3,600mの山間部に位置し､計画対象面積は約 20,000baである｡気

温は-0.6oC-22.8℃ であり､年降水量は 6OOTnm-1,000mmである｡

当地域の東部では集約的に土地が利用され､西部ではネギの単作のはかは草地

として粗放的に利用されているが､何れも小規模経営が主体で､加えて寒冷地で

あるために営農活動も制限を受け､生計を維持するのも困戟な状況にある｡

いっぽう､地域中央に位置するト夕潮(湖水面積約6,000ha､平均水深30m､容

積1,900百万n3)はかんがいや水道等の水源となっていると共に､鱒の養殖や観

光地として利伺されている｡しかし､近年ゐ流域での集中的･無差別な開発の影

響によりト夕潮の汚染が顕在化しているo

(4)詞査内容

本地区の調査内容はおよそ以下のとおりである｡

a.水文気象･潮象調査

b.地形･地質調査

c.土壌･土地利用調査

d.かんがい排水調査

e.インフラおよび農村整備

f.水質､森林等環境調査

g.営農･栽培及び農民組織

h.流通及び農産加工

i.農業及び地域経済
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SOLICITUD I)E COOPERAC工ON Y ASISTENCIA TECNICA AL GOBIERFO I)EL JAPON PARA

EL PROYECTO DE DESARROLLO AGRICOLA Y RtJRAL IⅣTEGRAI)0

DE LA CロEⅣCA DEL LAGO DE TOでA

- 46 -



PREFACIO

Las areas adyacentes al Lago Tota se encuentran principalnente

dedicadas a la industria agricola, silvicultura y pesqueria. El desequi-

1ibrio de la terratenencia no solo en el terreno inclinado sino tambi占n

en el plan°, el escaso皿eJOra皿iento y conservaclon de la infraestructura

agricola y la agricultura extenslva les i皿piden a lo§ agricultores salir

de la pobreza, 1a cual deterioran circunstancias de la vida y promueve a

devastar el anbiente del area total.

EI Proyecto del Plan de Desarrollo Agricola y Rural lntegrado de la

Cuenca del Lago de Tota tiene por objeto activar el孟rea y 皿eJOrar el

a皿biente de la vュda preservando el ambiente natural y social en ユas

cuencas del Lago de Tota (Departanento de Boyaca) y utilizando efectiva一

皿ente los recursos conservados del area.

En tal clrcunstancia, para pro皿OVer eSte Proyeeto, se redacta esta

solicitud para pedir la cooperaci6n tecnologica del Gobierno del Japon.

El organisno e3ecutor de este Pro3ecto la CAR (Corporaci6n Autonona

Regional de las Cuencas de los Rios Bogot孟, ubate y Suarez) desea que sea

ejectada en la§ sigulentes etapas:

Fase I: I)eterninacion de los factores socioecon6nicos y tecnologi-

cos del Pro3ecto y e3ecuci6n del estudio de factibilidad

para establecer los medios con su materializaci6n

Fase II: Ejecuci6n del diseiio detallado

Fase Ill: E3ecuci6n de la obra

Fase IV: Control y arreglo de los sub-proJ'ectos y su sistenatizaci6n

EI contenido de la cooperaci6n tecnologica del Gobierno del Japon

sera una transferencia tecno16gica a los ingenieros colonbianos a traves

de lo§ estudios del plan皿aeStrO y de faetibilidad.

- 47 -



1.旦邑旦旦受理旦__!担L卓≡旦旦__姐

EI Area objeto del proyecto se encuentra a unos 200k皿nOrdeste de la

ciudad capital
Bogota y en la parte tuonta己osa con altura de 3.000 a 3･600

s.n.d.A. al este del Departanento de Boyaca y la superficie del area

objeto es de aproximadamente 20.000ba. La temperatura es de -0,60c

(tRinimo en el invierno) ～ 22,80c (皿Aximo en el verano), sin embargo,
1a

diferencia en el transcurso del dia es grande. La precipitaci6n anual es

de 1.000mm en el este y 600mm en el oeste.

Al lado este del area se utiliza el terreno intensiva皿ente y al lado

oeste extensivamente silo como pradera, excepcionando la formaci6n de los

distritos de producci6n especial de cebolletas. En anbos casos, se

opera en peque6a escala. Las condiciones
de vida son 皿uy dificiles

debido al clina frio y a la restricci6n de las actividades agricolas.

Mientras tanto, el Lago Tota que se encuentra en la parte central de1

Area, con la superficie del agua de 20.000ha, 1a profundidad es pro皿edio

de SO弧 y el volumen de 1.900 millones皿etrOS Cdbicos. Los recursos de

agua son para riegos y acueductos y se utilizaL COmO pisicultura de

truchas y turistno. Sin embargo, en log ulti皿OS a汽os por la

concentrada e indiscri皿inada del area de la cuenca ba°e

contaninaci6rl en el Lago de Tota, 1o cual se corlSidera cono

situacion en el futuro sino se totnan皿edidas con prontitud.

e耳plotacion

aparecer la

una grave

2.生唾堅旦旦!辺土堕__旦迦

Las孟reas de ユas orlllas del Lago se conocen como un distrito de

producci6n especial de cebolletas, sin embargo, en estos a6os ha causado

da己os el cultivo repetido y para resolver este proble皿a Se ha usado gran

cantidad de abonos orgAnicos (esti6rcol de gallinas) y pesticidas

agricolas. Como consecuencia, 1a entrada de ユas substanclas org孟nlcas e

inorg孟nicas en el Lago causo contaminacion en la calidad del agua. Los

agricultores pequeiios dispersos en el Area pendiente practican la

agrlcultura extenslva y tradlclonal dependlendo excluslvamente de la

lluvia, por lo tanto el nlvel de vュda es bajo.
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El agua usada de la comunidad mÅs grande llamada Aquitenia en las

Areas de las orillas del Lago es causa de la contaninaci6n de la calidad

de agua del Lago debldo al drenaje sin nlngun trata皿iento. En el curso

alto y皿edio que pueda ser alimentador del Lago, 1a destrucci6n del

bosque por tanto la recolecci6n de los皿ateriales co皿0 1e6as y carb6n

co皿O el siste皿a de agricultura en rozado etc. desde los tlempos antiguos

estA perdiendo
la funci6n de bosque all皿entador la fuente de agua.

Considerando que el agua del Lago de Tota se utiliza como agua para

uso agricola en el curso bajo, potable e industrial,皿孟s la contaminaci6n

de agua de la actualidad y el agota皿iento de la fuente de agua influirA

no solamente en este distrito sino se extender丘皿孟s ampliamente.

por consiguiente, en el孟rea de las orillas del Lago, por la

introducci6n del desarrollo de la tierra agricola y la tecnologia

agricola moderna es necesario formar un dlstrito de produccion especial

de cebolletas y con la introduccion del sistema de irrigaci6n en peque紬

escala se podr孟autBentar el nivel de la vida de los agricultores peque6os

en la zbna de pendiente.

Con el ne3oraniento de la infraestructura en la vida cotidiana de las

conunidades en las orillas del Lago sera necesario construir las

lnstalaciones de tratamlento de drenaje de las aguas residuales y reducir

el cargo de contaminaci6n con el deshecho de dichas aguas en el Lago.

Es necesario tambi占n proteger los bosques ali皿entadores de la fuente de

agua del Lago de Tota con la plantaci6n de irboles en el curso alto y

皿edio.

con la realizaci6n del desarrollo integrado agricola y rural, se

planear孟este proyecto au皿entando asi el nivel de la vida rural y protejar

el皿edio ambiente. SerA un皿Odelo como proyectos de lagos dentro de

Colombia que tienen problemas simllares

3･些j坐L壁土ヱ望∑旦些旦

con la eJeCuCi6n de este Proyecto se pretende alcanzar los siguientes

objetos:
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(1) Establecer el prograna de 1& erradicaci6n de la pobreza y e1

皿eJOra皿1ento del nlvel de v上da de los agrlcultores･

(2) Establecer clara皿ente un plan del uso de la tlerra a trav6s del

estudio de los factores naturales y socloecon6nicos bisicos.

(3) Fijar un progra皿a agricola con el obJeto de dlversificar
los

cultivos y meJOrar ユas praderas.

(4) Estrategia para mejorar la productlvidad, establecer

de explotaci6n agricola principal皿ente de riego

escala utili2:ando efectivamente ユas fuentes de agua

dentro de la Cuenca.

el siste皿a

en pequeiia

princlpales

(5) Redactar el progra皿a del mejoramiento de la tierra para una mayor

productividad.

(6) Instalar parcelas de皿OStrativas para 皿e3orar la explotaci6n

agricola y pro皿OVer la agricultura por riego.

(7) Fijar el progra皿a para utilizar efectivamente los

pertenecientes al area y para tal ob3eto, disninuir el

explotaci6n agricola con el desarrollo de la usina

hidroe16ctrica utilizando la energia hidr孟ulica del Lago

que se usar孟co皿O fuerza motriz para
la irrigaci6n.

reCurSOS

costo de

peque己a

de Tota

(8) Utilizar el Lago de Tota, en pesqueria, agricultura, y establecer

el progra皿a para prO皿OVer el desarrollo turistico siste皿A-

tica皿ente COntrOlado.

(9) Ejecutar el progra皿a de preservaci6n a皿biental en la parte alta

de la Cuenca para conservar el ambiente natural y lo§ recursos

del agua.

(10) Realizar la infraestructura tales cono electricidad, acueducto,

caminos y estudiar el programa para mejorar la§ instalaciones del

皿edio a皿biente rural. Estudiar los 皿6todos para 皿ejorar las
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1nstalaeiones de drenaje del agua residual y agricola para la

conservaci6n del皿edio ambiente.

(ll) Establecer una politica a血inistrativa para el uso de agua,

en los sistemas eco16gico, agropecuario y pesquero.

(12) Conservar el ambiente del Lago de Tota, controlar y mantener la

calidad de agua para que se posibilite su utilidad.

(13)阿e)'orar la situaci6n econ6皿ica y org孟nica de los agricultores del

●
′

孟rea y estudiar1os皿6todos de la industrializaclOn agricola,

silvicola y pesquera.

4.蜘些吐皇旦

(1) Para decidir el Plan de Desarrollo Agricola y Rural lntegrado de

la Cuenca del Lago de Tota. serA necesarlo hacer estudios

aerofotogran6tricos, 1evanta皿iento topogr孟fico suplementario,

geo16gicos, suelo, explotacion agricola, ct11tivaci6n,

agricola, econo皿ia regiorlal. utilizaci6n de la tierra,

nencia, meteorologia, hldrologia y del medlo a皿blente.

estudiar el meJOra皿iento del ambiente natural y sobre

ci6n del Lago de Tota.

econo皿ia

terrate-

Adenis ,

1a nutri-

Todos estos estudios se ejecutar孟n por los皿6todos suscriptos en

los T6r皿inos de Referencia y dentro del皿arCO de los皿is皿OS.

(2) Presentar los皿ateriales del estudlo al Goblerno de Colombia a

trav6s de la CAR co皿0 1os siguientes:

a) Materiales del estudio sobre geologia, meteorologia agricola y

bldrologia.

b) Infor皿e de Estudlo de Prefactlbllidad sobre el Proyecto del

Lago de Tota a ejecutarse en base a los materlales existentes.
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c) M6todos para hacer estudios de factibilidad del desarrollo

integrado y lo§ Ter皿1nos de Referencia para aclarar el alcance

de lo§ detalles a estudiarse.

5.幽埋垂

(1) Personal de estudios

Expedir los eqtlipos de estudio para hacer traba3os relaclonaLdos

con el estudio de factibilidad; con un jefe del equipo y expertos

en cada sector que deben tener experiencia de por lo memos de

cuatro aiios y que no tengan dificultad para pro皿OVer trabajos de

estudio junto con el personal del organis皿O SOllcltante y con los

habitantes dentro del area.

(2) Capacidad

Debe ser posible trasferlr la tecnologia a los expertos de la CAR

-a trav占s de la investigaci6n.

(3) Provisi6n de los equipos y皿ateriales

Los equlpos y皿aterlales necesarlos para promover el estudio con

eficiencia son vehiculos con tracci6n en las cuatro ruedas.

1anchas (con motor), agro皿eteOrOSCOplo, equipos topogrまficos,

equipos de comunicaci6n, de laboratorio para la calldad de aguas

y suelos, equipos de hidrometria,皿丘quina de 皿edici6n acdstica

para sondear la profundidad del agua y equipos de conputaci6rl.

Estos equlpOS Ser孟n entregados a la CAR.

6･重臣姐!坦

EI Gobierno Colonbiano decidiri la norna segun el estudio y aportara

el personal necesario para cada sector y皿ateriales como slguen:
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(1) Expertos

-

Director Regional

- Coordinador del Proyecto

- contraparte profesional para prestar asesoria en la ejeeucl∂n

de las actividades (drenaJ'e de irrigaci6n,

cola. cultivaci6n, silvictlltura, topografia,

no, sociedad, economia, meteorologia,

bio16gico de instalaci6n).

explotaci6n agrl-
′

calidad del terre-

hidrologia, plan

(2) Personal de Apoyo

-

Oficinistas (Secretaria en ldioma espa亮o1,皿eCanOgrafa y

.auxi-
1iares)

- Conductores (Cboferes)

(3) Oficinas

Las 血ecesarlas dentro de la島 lnstalaciones de la CAR en la§

oficinas de Bogota

(4) Conunicaci6Tl y Transporte

●

′

AdministraclOn y mantenl皿1ento de lo§ vehiculos suministrados por

el Goblerno del Japon.

Suministro de vehiculos para el personal t6cnico colombiano de

contraparte durante el desarrollo de lo§ estudlos y para el

personal japon占s para cubrir los皿0皿entOS pico de los trabajos.

(5) I)ocu皿entaCi6n aerofotogrifica, cartogr孟fica, catastral, esta-

distica y皿ateriales de estudio e investigaci6nes relacionados

con el Proyecto que se encuentra en posesi6n de la CAR y otros

organis皿OS naClonales.
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7. 阿arco lnstitucional

La CAR de acuerdo con las facultades legales es tambi6n un organlsmo

que es aplicable a Ley de Cooperaci6n de Ciencia y Tecnologia entre los

Gobiernos del Japon y Colo皿bla, plantea eJeeutar el Proyecto del Plan de

Desarrollo Agricola y Rural lntegrado de la Cuenca del Lago de Tota.

con este objetivo
la CAR prepara lo§ T占r皿inos de Referencia para el

desarrollo de los estudios antes nencionados.

Simultaneamente y para lograr un buen desarrollo en lo§ estudlos, 1a

CAR solicitar丘1a participaci6n de otros organismos y en especial, del

EI叩AT, en lo que respecta a la climatologia, 1a hidrologia y el riego en

ladera.

cono resultado de los estudios, para la obtenci6n de los recursos

necesarios financieros la CAR
ejecutar左1a pr6Ⅹi皿a etapa del Proyecto

tales COELO dise己os detallados y construcci6n.

●
′

8･ !生地

La preparaci6n y obligaciones necesarias que la CAR presentarA para

el desarrollo de la Cooperaci6n Tecnica, son:

- El estudlo de prefactlbllldad del Proyecto

- La contraparte colombiana preparar孟1os Ter皿inos

preclsando el alcance detallado y la皿etOdologia de

●

′

acuerdo con la§ necesidades de la reglOn y log

Proyecto.

9. Asistencla Futura

de Referencla,

lo島 estudios de

objetlvos del

En base a los resultados obtenidos en el Estudlo de Factlbllldad

del Proyecto, 1a CAR podrA solicitar asistencia t6cnica y financiera a

cualquier organismo para adelantar la§ siguientes fa§es del Proyeeto.
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4. 2出旦姐亀鑑

(1)アリアリ第2地区農業開発計画

メタ県グラナダ市を中心とする-アリアリ川左岸地区である｡本地区は1988年に

日本国政府によってS/F調査が実施された｢アリアリ川農業総合開発計画+と

対をなすものであり､同調査地区の対岸部に今回の調査対象地区は位置する｡

計画対象面積は約60,000ba､関係農家約10,000戸より構成され､かんがい排水

を基幹事業として土地の高度利用と農民の定住化を促進させるために､総合的な

農業開発を実施する｡

ITMATにおいて1986年より基礎詞査を実施されており､現在コロンビア政府が

推進している｢絶対的真因の撲滅+プログラムに沿って策定されたものであり､

日本政府の協力により一日も早い実現が期待されている｡
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(2)カケタ地域農業総合開発計画

本地域は､コロンビア国の南部カケタ県に位置し､フロレンシア､プエルトリ

コおよぴカグアン市を含む約700,000baを調査対象として農牧業開発のマスター

プラン(Plan Maestro de Desarrollo Agropecuario del Caqueta)を策定し､貧

困解消のための農牧業開発の可能性を検討し､実施のためのプログラムを樹立す

る｡

調査の手順ほ､本地域を流域を単位に1 0地区程度に区分し､各地区における

整備課題を明確にして､かんがい､排水､農地整備､農道､農地防災､営農･栽

培､農産加工･流通､農民組織､基礎インフラおよび集落整備等に関するマスタ

ープランを作成する｡さらに､緊急度､優先度の高い地区をモデル地区として選

定し､事業化計画を作成する｡

本地域はコロンビア国政府により作成された真因撲滅緊急特別プログラム(

Prograna Especial de Cooperation )の一環をなすものであり､計画策定に当た

り日本国政府による技術協力が期待されているものである｡
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(3)モンテリア地区

モンテリア地区はコロンビア国の南東部にあるコルドバ県に位置し､シニュ川がカ

リブ海に流入する際に形成された扇状地を計画地区としている｡本地区に関係する市

町村はモンテリア､セレテ､サンベラジョ等であり､地区受益面積は約50.000ba､受

益戸数は約 20.000戸である｡

本地区はカリブ海に面しているために高温多湿の熱帯雨林気候に属し､平均標高

40m､平均降水量1,600mmであり､地区は概して平坦地となっている｡主要栽培作物

としては米,ソルゴ,綿､果樹幾等を中心とした農業が営ま･れている.土地条件及び

気候条件は比較的良いが､土地基盤の整備､かんがい施設の不備､排水不良等に加え
′

小農主体のため､土地生産性及び労働生産性共に低く､貧困状況より脱却できないで

いる｡農民の真因の故に生活環境の整備も進まず､地区全体の活力は失われつつある｡

このような状況に対して, E川ATにおいては1989年より基礎調査に着手し､また政

府においても｢絶対的貧困の撲滅+特別プログラムにおける最重点地区として位置づ

けられており､農業開発をベースとした総合的な地域整備を推進しようとしている｡

そのためには､水源となるシニュ川の有効活用を図り､かんがい排水施設整備を主

とした農業基盤の確立,営農の近代化とかんがい農業推進の技術指導､人材確保のた

めの基礎インフラおよび就業機会確保を柱とした農村の定住化の促進等を重点的に押

し進める必要がある｡

以上の状況に鑑み､計画策定に当たり日本国政府による技術協力が期待されている

ものである.

SUCRE

蜘neIJ

㌔.”..,,,./__=..=～.竜-献oT一票si-,eioi

←r/.I/′L-

901i士㌔-;-潮｡

Lu(i-erム

-ノ//＼l他iL'･歯D ⊂

LsbAIJ{eO∫

L.kBo亡暮

_ 57
-



主L_j+

.i_19

の地

I

く添 付 資 料=-

良_垂塾_≡蔓_重量

一 生ユ岨ヒ地主塵遥

盛装旦旦左国産

ー｢1軸T;

- 58
-

一 畳道土面岨丞監



トサケレス地

I 豊艶と重患逃連盟

しn

＼こ)

†蓋盈些選盈

a



ー サブジュスJl

i-i

-

Tl亨
zi_乙互皿他出出11旦五象L-

′並

- 60 -

,ち

[-申.

一 迫区t生玉農監速見



I
†事

一 兵_産屋塵_基盤迭盟

I;嶺一之_∠三三生曲

- 61 -

支線鼻畳一



† 旦_旦旦_卜])アカルタゴ

T ヱ_±旦基名盤盈

⊂卜

N



ー 塾直見支監艶姐

ー 塾区包五経監並塵

-_｢ '≡当

ー 63 -

水路と



一 重鐘埋並監

･4k.
夢二

'.FL･,忍

i.i:皇

敏一

主監島基迭艶一

ー 塾且盈監畳込j廷

1
6L -



よ弓

呈;
111

i.+

トタ】胡の読

ち..L与

ー ねぎ栽培地と

‾¶｢15血--

警:::I-一章

プ▲_

藍色△力盟主一

- 65 -



ー

_Lむ乱乱邑盈藍抜逸

軽

げられた赤潮の

- 66 -

官
一千_



†ヱu12_Il地

と▲_■･

J払

† ヱ_虹乙且且L

⊂卜

tJ



斗 2 = 盲訂喜 日奉呈…

日 年月日 出発地 到着地 宿泊地 備考

1

平成2年

S.15(火) 東京JLOO612:00 ニューヨーク11:25 ニューヨーク

2 16(水) ニューヨークAVO2108:00 ホーコータ12:30 ホーコーダ

3 17(木) ホーコータ 大使館･JAICA･HIMAT打合

4 18(金) ホーコータ HIMAT打合･セシル地区調査

5 19(土) ホ′コーダ 資料1択集整理

6 20(日) ホ＋コ＋タ 資料整理

7 21(月) クーラナターEIMAT打合･アT)アtJII地区調査

8 22(火) ヒーソーナホ′アT)アT)II地区調査

9 23(水) ホーコーク H川AT･CAR打合･資料収集

10 24(木) トタ CAR打合･トタ地区調査

ll 25(金) ホーコータ トタ地区調査

12 26(土) ホーコータ 資料収集整理

13 27(日) ホーコータ 資料整理

14 28(月) ホーコーダ イヒo7レス 八○スト EIMAT打合･トサケレス地区調査

15 29(火) カリ トナケレス地区調査

16 30(水) へ○レイラ ホーコーダ ホーコーダ CVC打合り一ィクト[Jア加レタコー地区調査

17 31(木) ホーコーダ HIMAT･専門家打合

18 6.1(金) ホーコーダ 大使館･JAICA打合

19 2(土) ホーコ'タAVO7209:30 ロスアンシーェルス16:15 ロス

20 3(日) ロスJLO6512:00 機中 永田はエクアドル-

21 4(月) 東京15:20
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全署 リ ス ト

永嶋 善隆 一等書記官

蒲生 郁男 コロンビア事務所長

松本 勇 EIMAT

菊地 成純 H川AT

神山 敏 cvc

CARLOS RAMIREA

JUAN FRANCISCO GALINDO

ALVARO LANCHEROS C.

ALVARO Plo VARGAS RANGEL

JOAQUIⅣ MfRAⅣDA

FERNAND PELEZ ROPEZ

ALVARO DAVILA MUNOZ

CAVIRIA MORARIS

JOSE T. BRAVO R.

EN丘IQUE ANGEL TUEE

JAIRO EODRIGUESZ TRIANA

JORGE MORALES

LUIS EDUARDO SUAREZ

LUVIER JARAMILLO

MA丘川O TENO丘IO 肌

RAFAEL ALVAREZ
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Director General

Asesor Director General

Jefe de Division de Operaciones

Jefe de Division de Operaciones

Jefe de 工)ivision de Operaciones

Jefe de EIMAT-Pasto (No.10)

Jefe de Divisiorl de Operaciones

Jefe de HIMAT-Popayan (No.13)

Jefe de EIMAT-Cartago

Director Ejectivo

Subdirector de Operaciones

Jefe Proyecto Tota

Asesor subdirector Operaciones

Jefe Programa de Salinidad

Jefe SeccioTl de Suelos

Oficino Ploreacion

斗 3

大使館:

JAICA :

専門家:

ⅡINAT :

CAR :

C†C :



斗 4 = 斗 リ ス ト

(1) ESTRATEGIAS Y POLITICAS PARA EL I)ESARROLLO (DNP:Departamento Nacional de

Planeacion)

(2) EL DESARROLLO AGROPECUARIO EN COLOMBIA (MA:Ministerio de Agricultura)

(3) ColoTnbia Estadistica 1989 (DANE:Departamento AdTninistrativo Nacional de

Estadistica)

(4) Estudio General de Suelos del Nororiente del Departarnento de Narino

(IGAC:Institnto GeograficoーAGUSTIN CODAZZl”)

(5) EI Valle de Sibundoy y Su Transformacion agropecuaria 1966-1986

(HIMAT)

(6) Calendario Meteorologico 1990 (H柑AT)

(7) Propuesta de NtleVOS Proyectos Para Adecuacion de Tierras :Fase lV

(i川AT)

(8) Centro de Conservacion Integral de la Zona Rurale em Ladera (E柑AT)

(9) PrograⅦa Especial de Cooperacion (TomoトⅠⅠⅠ ) Ⅳov.1989 - Con la Colabo-

racion del PrograTna de las Naciones Unidas para el Desarrollo

(Republica de Colombia)

(10) 25 Ano■s en el Desarrollo regional : Tomo 1 & 王Ⅰ (CAR)

(ll) Programa de Manejo y Control de Plantas Ag巳aticas (CAR)

(12) ESTUDIO DE PREFACTIBILIDAD (PROYECTO ARIARI II ESTUDIOS BASICOS):(HIMAT)

(13) MANUAL ILUSTRADO DE CULTIVO PRACTICO DE HORTALIZAS (HIhlAT)

(14) AGRICULTURE AND NATURAL EⅣVIRO.NMEⅣT OF COLOMBIA (+1MAT)

(15) Mapa de Regional del CAE (CAR)

(16)地形図1/300,000 Valle del Cauca, Cauca, Casanare, Ⅳarino (rGAC)

1/2,500 Valle del Cauca, Narino. Tota (IGAC)
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